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第３章 長期施設整備方針策定に係る基本条件        

 

１  対 象 施 設  

 長 期 施 設 整 備 方 針 に お い て は 、 県 営 水 道 が 現 在 所 有 す る 全 て の 水 道 施 設

(本 方 針 で は 庁 舎 に 係 る も の を 除 く )を 検 討 対 象 と し 、 概 要 は 表 ２ の と お り

で す 。  

表 ２  検 討 対 象 施 設  

① 検 討 対 象 と す る 浄 ・ 給 水 場 等  

対象施設 施設数 主要施設名 

取水場 4 印旛、木下、高滝、矢切 

浄水場 6 栗山、柏井（西側施設）、柏井（東側施設）、  

北総、福増、ちば野菊の里 

給水場 9 園生、船橋、誉田、成田、北船橋、沼南、松戸、 

幕張、妙典 

分場 5 千葉、市原、大宮、姉崎、北習志野 

高架水槽・配水塔 12 船橋、坂月、東寺山、辰巳 等 

調圧水槽(注 1) 12 柏井系、北総系 等 

 

 ② 検 討 対 象 と す る 管 路  

対象施設 路線数 延長 主要施設名 

＜導水管(注 2)＞ 6 72km 木下～柏井、印旛～柏井、木下～北総 等 

＜大口径送配水管(注 3)φ500mm 以上＞ 601km 

高級鋳鉄管(注 4)使用 26 108km 一拡栗山～船高線、一拡園生～登戸線 等 

上記以外 － 493km － 

＜小中口径配水管φ450mm 以下＞ 

ダクタイル鋳鉄管(注 5)等 － 8,506km － 

管路 合計 9,179km 令和元年度末現在 

 

 

 

 

 

(注 1)調圧水槽、(注 2)導水管、(注 5)ダクタイル鋳鉄管：「P23 用語解説」参照、 

(注 3)送配水管、(注 4)高級鋳鉄管：「P22 用語解説」参照 
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２  目 標 使 用 年 数  

①  目 標 使 用 年 数 の 設 定  

地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則 で は 、 施 設 毎 に 減 価 償 却 費 を 算 定 す る た め 法 定

耐 用 年 数 (注 1)が 定 め ら れ て い ま す 。  

し か し 、 水 道 施 設 に は 、 法 定 耐 用 年 数 を 超 え て も 十 分 に 使 用 で き る も の

が あ る た め 、 県 営 水 道 独 自 に 施 設 毎 の 目 標 使 用 年 数 ※ を 定 め 、 計 画 的 な  

更 新 を 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※  老 朽 度 調 査 等 を 踏 ま え 目 標 使 用 年 数 の 検 討 を 適 宜 行 い ま す 。  

 

②  目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 優 先 的 に 更 新 す る 管 路  

東 日 本 大 震 災 時 に 液 状 化 が 発 生 し た 湾 岸 埋 立 地 域 に つ い て は 、 管 路 被 害

が 甚 大 で あ っ た た め 、 目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 、 優 先 的 に 管 路 の 更 新 ・  

耐 震 化 を 実 施 し て い き ま す （ 図 7 参 照 ） 。  

併 せ て 、 最 重 要 給 水 施 設 の 災 害 拠 点 病 院 及 び 災 害 医 療 協 力 病 院 、 防 災  

拠 点 へ の 管 路 の 耐 震 化 を 、 目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 、 優 先 的 に 実 施 し て  

い き ま す 。  

 

  

図 ７  東 日 本 大 震 災 の 液 状 化 で 漏 水 し た 管 路  

 

(注１)法定耐用年数：「P24 用語解説」参照 

【 目 標 使 用 年 数 の 設 定 】  

■ 浄 ・ 給 水 場 等  

・ ６ ０ 年 ～ ８ ０ 年   土 木 ・ 建 築 ・ 鋼 構 造 物 等  

（ 対 象 施 設 に よ り 異 な り ま す 。 ）  
 

・ １ ５ 年 ～ ３ ０ 年   電 気 ・ 機 械 ・ 計 装 設 備  

（ 対 象 設 備 に よ り 異 な り ま す 。 ）  

■ 管 路 施 設          

・ ６ ０ 年 ～ ８ ０ 年   管 路 施 設  

（ 材 質 、 口 径 な ど に よ り 異 な り ま す 。 ）  
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３  必 要 施 設 能 力  

 水道 事 業者 の最 大 の責 務 は、 災害 、 渇 水並 び に水 質事 故 等 の様 々 なリ スク

に 備 え 、 24 時 間 365 日 、 安 全 な 水 を お 客 様 に 安 定 的 に 届 け る こ と で す 。  

そ の た め 、 水 道 施 設 の 修 繕 や 更 新 時 に お け る 施 設 能 力 の 低 下 、 様 々 な  

リス ク 発 生時 に も対 応で き る よう 、 施設 能力 を 確 保す る 必要 があ る こ とか ら 、

現 在 の 施 設 能 力 に 受 水 量 の 計 画 増 加 分 を 加 え た 1,276,800m3/日 を 当 面 の  

施 設 能 力 と し ま す 。  

な お 、 将 来 需 要 に 対 応 し た 必 要 施 設 能 力 の 検 討 を 適 宜 行 う な ど 、 適 正  

規 模 に つ い て 十 分 配 慮 し な が ら 、 安 定 給 水 に 必 要 な 施 設 能 力 を 確 保 し つ つ 、

施 設 更 新 ・ 整 備 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

※  令 和 ２ 年 度 末 の 施 設 能 力 1,266,000m3/日 と 受 水 増 加 分 10,800m3/日 の 計  

 

４  予 備 水 源 （ 井 戸 ）  

県 営 水 道 で は 、 非 常 時 に 活 用 す る た め の 予 備 水 源 と し て 、 29 本 の 井 戸 を

有 し 、 そ の 施 設 能 力 は 合 計 で 40,500m3 ／ 日 と な っ て い ま す 。 し か し 、  

一 部 の 井 戸 で は 、 水 質 の 変 化 や 耐 震 性 の 向 上 な ど の 問 題 を 抱 え て お り 、  

そ の 維 持 管 理 ・ 運 用 に 苦 慮 し て い る 状 況 で す 。  

引 き 続 き 、 予 備 水 源 （ 井 戸 ） の 維 持 管 理 を し て い く こ と を 基 本 と し つ つ 、

将 来 の 整 備 方 針 や 活 用 方 法 に つ い て 検 討 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 必 要 施 設 能 力 の 基 本 的 な 考 え 方 】  

１  将 来 需 要 に 対 応 し た 適 切 な 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

２  施 設 更 新 中 に お い て も 、 確 実 に 給 水 で き る 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

３  様 々 な リ ス ク に も 対 応 で き る 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

必 要 施 設 能 力  １ ， ２ ７ ６ ， ８ ０ ０ m3／ 日 ※  

【 予 備 水 源 （ 井 戸 ） の 基 本 的 な 考 え 方 】  
 

１  現 状 の 井 戸 29 本 、 施 設 能 力 40,500  m3 ／ 日 の 予 備 水 源 は 、 当 面 維 持   

す る こ と と し 、 水 質 モ ニ タ リ ン グ や 施 設 の 維 持 管 理 を 継 続 し ま す 。  

２  水 質 が 良 好 な 井 戸 に つ い て は 、 施 設 の 重 要 度 ・ 老 朽 度 等 を 勘 案 し 、 優 先

順 位 を 付 け て 建 屋 や 導 水 管 路 の 耐 震 化 等 の 整 備 を 検 討 し ま す 。  

３  予 備 水 源 (井 戸 )の 整 備 方 針 や 活 用 方 法 に つ い て 検 討 し て い き ま す 。  


